
【団体の概要】
2002年に救命、スポーツ、教育、福祉、

環境、別府湾沿岸の安全安心、快適な海作り
をコンセプトに、任意団体として結成しまし
た。同年から、田ノ浦ビーチの夏季シーズン
中の監視、救助業務を行っています。
2013年には、大分ライフセービングクラ

ブパトロール隊として、正式に登録しました。
今は、NPO法人として活動しております。メ
ンバーは、男性20名、女性9名、平均年齢は
28歳と、比較的若い世代が活躍しています。
職業はプロのライフセーバー、フリーライ
ター、レポーター、会社員、学生と多様です。

【コンセプト】
１つ目は、顔の見える防犯です。児童や教

職員、地域住民とコミュニケーションを図る
ことで、信頼関係が構築され、地域に根差し
た活動ができると考えています。
２つ目は、見せる防犯です。青パトによる

巡回と目立つユニフォームの着用により未然
防止が期待できると考えています。ライフ
セーバーのユニフォームは、黄色のTシャツ
に赤色のパンツで大変派手です。この格好の
まま防犯パトロールをすることによって、見
せる防犯を意識してます。
３つ目は、つながりつなぐ防犯です。学校

のイベントや地域の行事に積極的に参加し、
交流を図ることで、他のパトロール隊等との
連携を深めています。横のつながりを作ると
同時に、我々の活動を次世代にどうつないで
いくかということも意識しています。

【活動の展開】
大分ジュニアライフセービングクラブの子

供達を対象に、一次救命処置の訓練やウミガ
メの保護活動等、命の教育を通じて、青少年
の健全育成に取り組んでます。
また、田ノ浦ビーチを中心に、県内のビー

チを回り、海岸清掃に取り組むことで、安全
安心な町づくりの推進を行っています。
特に力を入れているのは、次世代への継承

です。私達は、既存の大分ジュニアライフ
セービングクラブのメンバーの子達に、ライ
フセービングの活動だけではなく、防犯教育
にも取り組み、段階的に次世代につないでい
く取り組みを行っています。
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【活動を持続させるための工夫】
１つ目は、無理なく可能な範囲で実施する

ということです。各々が仕事や学問、家庭を
持っているので、まずはそれらを第一に考え、
自分達ができる範囲で取り組んでいこうとい
うことです。
２つ目は、活動内容の創意工夫です。防犯

パトロールのみにとらわれるのではなく、環
境美化、海の環境美化、ライフセービング教
育等、多角的なアプローチができるようにし
ています。
３つ目は、人材確保です。母体であるNPO

法人大分ライフセービングクラブの会員を対
象に募集を募り、特にバトンタッチができる
若い世代に声を掛けるようにし、隊員の確保
をしております。
その他としては、設立当初から、毎月海岸

清掃や各種ボランティア活動を行っているの
ですが、それらを通じて、行動力や責任感を
隊員に醸成するよう心掛けています。
そもそも、ライフセービング活動もですが、

防犯パトロールを始めたきっかけは、幼い頃、
地域で防犯パトロールをしている方がたくさ
んいらっしゃったことです。そして、今は
我々の世代になり、今度は我々が守っていか
なければならないという思いがあります。
私達の活動は、地域の皆さんの協力のもと

にできていますので、地域の皆さんに対する
感謝の気持ちを育むようにも心掛けておりま
す。


